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えて，ヨーロッパ（EU 諸国）では，Water Framework Directive（水枠組み指令）により，「2015
年末までにすべての水域において，良い生態的状態（Good ecological status）」を実現するための
河川復元が推し進められている．アメリカでは，河川生態学者が中心となって河川復元のデータ
ベース（National River Restoration Science Synthesis :NRRSS）を構築しているが，それから河川復









らの研究の進化として芦田ら 3)，石川 4)，関根ら 5)の研究，その他，地形学からのアプローチとし
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て池田 6),7)による砂州の発生域とスケール，形成される砂州形状タイプの変化に関する成果など
















植物など幅広い観点で概括的にわかりやすく紹介した Collier et al.21)の成果，Gunnison 川の Black 
Canyon でのダムによる洪水流量減少に伴う植生変化を予測する実用的手法を提案した Auble et 
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表 1－1 各セグメントとその特徴 36) 
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例えば，地質・地形学の分野では 100 万年，10 万年という超長期的スケールから，今日の地形形





図 1－1 セグメントと河川植生との関係 38) 
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図 1－2 河川地形（河道と氾濫原）37) 
 
図 1－3 土地開発にともなう氾濫原の減少 38) 
 
図 1－4 河川構造の概念図 40) 
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低水路川幅が縮小する過程は，経験的な方法による Lacey らの研究 4)，実河川のデータに力学


















２．２ 全国 7河川における地被状態の長期変動の実態 
２．２．１ 対象河川および対象区間の概要 
対象河川は，河川横断図，空中写真，洪水痕跡水位，年最大流量などの資料が揃っており，昭
和 30 年以降（1955 年以降），河道区間の一部の河床が低下した（直接的には砂利採取の影響によ
る）猪名川，菊地川，九頭竜川，手取川，大井川，天神川，木曽川とした． 表 2－1に対象区間















































































表 2－2 使用資料の横断測量図および空中写真 
河川名 使用資料
横断測量 1980 1981 1991＊ 1998 2003＊
空中写真 1977 1984 1997＊ 1998 －
横断測量 - 1968 1979 1982＊ 2001
空中写真 1956＊ 1968 1979 1995＊ 2001
横断測量 - 1972 1982 1997 2000
空中写真 1959＊ 1973 1981 1994 2002
横断測量 - 1972 1982 1997＊ 2000
空中写真 1959＊ 1973 1981 1993＊ 2002
横断測量 1959 1967 1976 1983＊ －
空中写真 1959 1967 1976 - 2000＊
横断測量 1981 1983＊ 1989 1997＊ 2001
空中写真 1981 － 1989 － 2000
横断測量 1963 1971 1979＊ 1990 1991
空中写真 1963 1971 － 1990 1997
横断測量 1960＊ 1967 1982 2002

















図 2－2 に各河川における各年の最深河床の変化図を示す．手取川については，1980 年以降の
変化図を示している．6.2km 付近の変化をみると，1980 年～1981 年の 1 年間に約 4m 上昇してい















図 2－1 地被状態の経年的変化（木曽川 41-44km） 
第 2章 近年の河川植生の変遷 
-17- 
る．また，対象区間全体の縦断変化をみると，1981 年以降は，約 1.5m 前後の変動幅をもってい
る． 
大井川については，1968 年以降の変化図を示している．19.2km 付近の変化をみると，1968 年
～1982 年の 14 年間に，最深河床高は約 2m 低下し，2002 年までにさらに約 3m 低下している．
対象区間全体の縦断変化をみると，最深河床高は，1968 年から徐々に低下してきており，2002
年までに 2～3m 程度の低下がみられる． 
木曽川（犬山）については，1972 年以降の変化図を示している．41.6km および 42.3Km 付近を
みると，1972 年～1982 年の 10 年間に，最深河床高は約 8m 低下している．1997 年に最深河床高
は上昇するものの，1972 年と比較すると全体的に約 2m 低い．また，1992 年と比較し，2000 年
には，42.2km より上流において，河床の低下はみられないものの，それより下流は，徐々に低下
し，41.4km 付近で約 7m の局所的な低下がみられる． 
木曽川（笠松）については，1972 年以降の変化図を示している．53.2km 付近の変化をみると，
1972 年～1982 年の間に約 2m 上昇している．対象区間全体の縦断変化についてみると，53km よ
り下流では，2000 年までに約 2m 低下している． 
猪名川については，1956 年以降の変化図を示している．9.6km 付近，8.4km 付近の変化をみる




区間はみられないものの，対象区間の縦断変化をみると，1981 年以降，断続的に約 2m 低下して
いる箇所がみられる．  
天神川については，1963 年以降の変化図を示している．2.8km 付近より上流測では，1963 年以
降，最深河床高は徐々に低下し，1997 年までに約 1.5m 低下している．対象とした区間も短いこ
とも相まって，他河川と比較すると最深河床の変動は小さい． 


























































































































図 2－2 各年の最深河床高の縦断的変化 
＊距離標は，河口からの距離(km）を示す． 
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手取川では，1981 年以降，B/Hmは，低下と上昇を繰り返しながら 300～330 を変動している．平
均最深河床高は，年々増加傾向にある． 
大井川では，1968 年に B/Hmが約 600 であったが，年々減少し，B/Hmは約 450 となった．また，












































































































































図 2－3 各河川の川幅水深比（B/Hm）と平均最深河床の経年変化 
－大井川，猪名川を除き B/Hmは 10 刻み，平均最深大河床高は 5m に図示している刻みで図示した－ 
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それ以降は，横ばいという結果となった．B/Hm の変動幅は，20～40 程度であった．また，平均
最深河床高についても，1982 年までに減少したあと，1982 年以降横ばいの傾向を示した． 
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図 2－4 各河川の地被状態の面積変化 






























年，1991 年以降から現在までの 3 つの期間のデータに分け，四分位の箱ひげ図を用いて示してい
る． 
無植生地については，年が経るにつれて，分布の中央値，最小値が低下傾向にある．樹林地に
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b) B/Hmと地被状態の面積割合との関係について 

































































































図 2－6 対象河川における B/Hm の違いによる各地被状態の面積割合の変化 







































3) Dave Rosgen: APPLIED RIVER MORPHOLOGY,1996. 
4) Lacey Gerald: Stable channels in alluvium. London: Institution of Civil Engineers. Excerpt Minutes of 
Proceedings of the Institution of Civil Engineers, vol. 22, 1929. 
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果から－，河道の水理と河川環境シンポジウム論文集，pp.183-190，1995. 




































































図 3－1 河川における自然的攪乱・人為インパクトが植物へ与える影響 1) 
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（アメリカ） 844 14.5万 499 15
Seg.
















（ドイツ） 1,160 8,370 295 1800 40
Seg.





















再生の動機 目標 整備手法 事後評価
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群落を形成する．アレチウリは，1952 年に初めて日本で確認されており，とくに 1990 年前後に，
日本全国の飼料畑を中心にまん延し，農作物を枯らす原因として問題となった外来雑草である 9)．
アレチウリは，成長が旺盛で，1 株あたり長さ数 m～10 数 m になる．種子生産量は 400～500 個
／株であり，発芽率も約 70%と高い 10)．アレチウリの発芽期間は 5 月～10 月にかけて，長く雨が
続いたあとに芽生えることが多い 11)．開花は 8 月下旬頃から 10 月で，果実は 9 月上旬から熟れ，
下旬にはツルから種子が落ちはじめる 12)．また，アレチウリは約 800 個/ m2 の種子を生産し，埋






写真 3－1 千曲川（２００５年９月撮影） 
－右の写真はヤナギ林の上へアレチウリが覆っている例－ 
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の 30～109km である．国土交通省北陸地方整備局千曲河川事務所では，1994 年以降，数年おき
に水辺の国勢調査や踏査により，アレチウリ群落の分布状況の把握に努めている 11, 12)（図 3－2）．












写真 3－2 アレチウリ 
－左：成長期のアレチウリの写真，右：種子を右から順に分解した写真－ 
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 図－１ アレチウリ群落の分布状況の経年変化 3) 

















①2005 年 10 月 20 日に現地にて種子を採取したのち，約 30cm の深さのある容器に水を張った中
にアレチウリ種子を一昼夜浸した．そのうち，沈降しないものについては，実験で扱う種子から
除外した． 








表 3－2 実験ケース 
Run No. 河床勾配 流量（m3/s）
Run 1 1/1563 5.6×10-4～4.7×10-3
Run 2 1/943 5.6×10-4～4.9×10-3
Run 3 1/578 3.9×10-4～2.5×10-3
Run 4 1/288 4.4×10-4～3.3×10-3  
 
 アレチウリ種子 
上 流 端 で 流量 を
測定 
実験水路内に、アレチウリ





図 3－3 アレチウリ種子の実験 
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s λ       (1) 
ここに，z;河床高，t；時間，Bs；掃流砂幅，λ；砂の空隙率 で表す． 
掃流砂量式 


























ττ    (2) 
ここに，qＢi:粒径 diの砂礫の単位幅流砂量，ib:粒径 diの砂礫が河床において占める割合， 
ieei gdu )1//(
2
** −≡ ρστ ， 
ii gdu )1//(
2
** −≡ ρστ ， icici gdu )1//(2** −≡ ρστ ， 































で， sBB BqQ ･= で表す．  
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た諸条件を表 3－3に示す．縦断方向に断面分割した区間距離 x は，原則として 1.0km とした．た
だし，河床変動が大きいと想定される犀川合流地点付近等の区間では x=0.5km とした．計算時間




解析期間（1995 年 1 月～2000 年 12 月）および計算区間（30km～109km）が長いことや，研究
の目的が縦断的に種子の着床・流出箇所を把握するといったことにあるので，河床変動および流






































図 3－4 1995 年～2001 年までの日流量（杭瀬下流量観測所） 
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過去 6 年間の出水のうち，アレチウリ種子の移動に大きく関与したと思われる期間を 2 つ選定
した．すなわち，1996 年のアレチウリ分布に影響を与えたと思われる出水期間（1995 年 9 月 16
日～18 日）を検討期間Ⅰ（繁茂期）とした．同様に，2001 年のアレチウリ分布に影響を与えたと






















⎛ −=    （4） 
ここに，w0：沈降速度, σ：砂の密度，ρ：水の密度，g：重力加速度，d：粒径，ν：水の動粘性係数
である．ただし，砂粒子の比重 2.65，水温 20 度として計算した． 
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u =−≡ ρστ       （5） 










































図 3－5 アレチウリ種子の無次元限界掃流力（実験結果） 
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b）種子着床状況の解析結果 
検討期間Ⅰ：1995 年の出水による種子の着床と流出 















図 3－8 に 1999 年 8 月 14 日～16 日の低水路内，左・右高水敷での種子に働く無次元掃流力を
示す．8 月 15 日の時点で，検討期間Ⅰの場合と比較し，左・右岸高水敷上，低水路内ともに種子






























































図 3－6 1995 年から 2000 年までの平均河床変動量の比較 
第３章 自然的攪乱・人為的インパクトと河川植生の応答 
-  - 37
に対し大きな掃流力が働いていた． 
 
表 3－4より，種子に働く無次元掃流力は，狭窄区間Ⅰで最も大きく，拡幅区間の約 2 倍であっ











































































































































        
 
表 3－4 各区間の種子に働く無次元掃流力の平均 
低水路 高水敷 低水路
5.43 0.00 11.57 0.50 (14%)
3.03 <0.01 5.06 0.47 (42%)









図 3－7 検討期間Ⅰ（1995 年 9 月） 図 3－8 検討期間Ⅱ（1999 年 8 月）
  1999 年 
アレチウリ分布 
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拡幅区間において，アレチウリ群落が残存していた 60～62.5km では，河床に 13.0～17.6cm/s の摩
擦速度が働いていた．同じく拡幅区間において，アレチウリ群落が確認されなかった 63～64.5km
区間では，河床に 16.6～30.5cm/s の摩擦速度が働いていた．両者の結果から，アレチウリ群落の
消失した箇所の河床の摩擦速度は，約 17cm/s 以上（岩垣の式 15)より砂礫の移動限界粒径は 3.6cm）
であったと思われる． 
ところが狭窄区間Ⅱについてみると，アレチウリ群落が確認された箇所の摩擦速度は，例えば，
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３．３ 人的利用が減少した河川における河川植生の変化 
３．３．１ 研究対象地の概要 










調査対象区間は，小貝川の河川管理区間である 10km から 30km までとした（図 3－9）．河床勾
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ここでは，①現況で入手できる資料（迅速図や国土地理院で撮影された空中写真）をもとに堤
間内の過去 100 年間の地被状態の変遷を明らかにする，②空中写真から樹木や草本の高さを判読






(1)地被状態の GIS 化 
迅速図（1890 年），空中写真（1947 年，1961 年，1974 年，1990 年）から GIS を用いて地被状
態情報を抽出し，1 つの空間座標系に統合した（図 3－10）．迅速図については，土地利用の凡例
をもとに，水域・自然裸地・人工裸地・耕作地・草地・樹林地の 6 項目に分類し，ポリゴン・デ











を基に 1m 格子の Grid デ－タに区分することにより，各 Grid に標高値を与えた．なお，水面や堤
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防にかかる領域はデ－タから除外した． 
取得された表層高を元に地盤高との差分により草地・樹林の地物高を算出した．地盤高につい









1890 年           1947 年     1961 年 
 
              1974 年    1990 年 
図 3－10 利用した迅速図および空中写真 
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３．３．３ 検討結果 
(1)地被状態の経年的な変化 




















1947 年                        1990 年 
図 3－11 表層高の抽出に選んだ区域（抜粋：右岸 23km） 
－□で囲まれた区域（約 1ha）の表層高を図化機により判読－ 
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 1947 年から 1961 年（期間①）にかけて，耕作地のほとんどはそのまま耕作地として維持され
ており，草地への転換も若干見られる．草地は，主として草地のまま維持されているが，耕作地
へ約 9ha，樹林地へ約 6ha へと変化していた．また，樹林地は，半分よりやや少ない面積が樹林
地のままであるが，残りが草地へと変化していた．1961 年から 1974 年（期間②）にかけては，
期間①での傾向とほぼ同等と見なしてよく，例えば，草地と樹林地との間の変化については，変
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104.1 39.6 0.1 41.8 123.5 17.5





水域 自然裸地 人工裸地 耕作地 草地 樹林地
6.0
13.9










水域 自然裸地 人工裸地 耕作地 草地 樹林地
131.5 11.7 1.1 49.6 123.8 15.7
110.8 26.2 1.1 34.1 139.9 14.6
9.117.4
9.0 2.9




110.8 26.2 1.1 34.1 139.9 14.6
































 地物高の変化をみると，1947 年には中央値で約 2m であり，1～2m の地物高の占める割合が高
い．1961 年は，中央値が 1m 未満であり，1～4m にかけて幅広く分布していた． 1974 年には，
大部分は地物高 1～2m であるが，10m を超える地物高もわずかにみられた．1990 年には，中央
値で約 11m であり，全体的に高木林が目立つようになった．他年と比較し大きな地物高（樹林）
が目立ち，地物高が 9m～14m の間において，どの高さも密度が 10%前後であった． 
 
b) 草地が 30 年以上前に樹林地となっていたパタ－ン 
（草地(1947)→草地(1961)→樹林地(1974)→樹林地(1990)） 
右岸の 23km 付近にあたり，迅速図ではヨシ原であった箇所が，2007 年には，ムクノキ－エノ
キ林が優占している。 
地物高の変化をみると，1947 年には，0～2m の地物高が全体の 90%以上を占めていた．中央値
が 1m ということからみても，背丈の小さな草本が優占していたものと思われる．1961 年になる
と，徐々に地物高が高くなり，2m が分布の中央となる．大部分はヨシやオギといった高茎草本
と考えられる．また，密度は僅かだが，最大で 7m の高さもみられることから，孤立の樹木があ
ったものと思われる．1974 年には，平均値，中央値とも 6m 前後であり，樹林が目立つようにな







 空中写真による地被状態の変化から，1947 年から 1990 年にかけて樹林地である箇所だが，地
物高（樹林）には大きな変化がみられた． 
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a) 草地が近年になり樹林地となるパタ－ン 草地(47)→草地(61)→草地(74)→樹林地(90) （右岸 17km） 
































































b) 草地が 30 年以上前に樹林地となっていたパタ－ン 草地(47)→草地(61)→樹林地(74)→樹林地(90) （右岸 23km） 




























































c) 過去より樹林地のまま推移したパタ－ン 樹林地(47)→樹林地(61)→樹林地(74)→樹林地(90) （左岸 22km） 
























































d)  耕作地が草地になったパタ－ン 耕作地(47)→耕作地(61)→耕作地(74)→草地(90) （左岸 24km） 




中央値 1.01  
平均値 2.46
標準偏差 1.83
中央値 2.00  
平均値 5.65
標準偏差 2.53
中央値 6.06  
平均値 12.92
標準偏差 2.58
中央値 13.53  
平均値 5.24
標準偏差 1.39
中央値 5.30  
平均値 2.68
標準偏差 1.34
中央値 2.52  
平均値 7.62
標準偏差 2.42






中央値 0.71  
平均値 0.91
標準偏差 1.08
中央値 0.56  
平均値 0.90
標準偏差 1.42
中央値 0.22  
平均値 0.59
標準偏差 2.03
中央値 0.00  
平均値 2.70
標準偏差 1.58
中央値 2.32  
平均値 1.17
標準偏差 1.18
中央値 0.82  
平均値 2.66
標準偏差 3.09
中央値 1.32  
平均値 10.76
標準偏差 4.06
中央値 11.44  
面積 面積 面積 面積 
面積 面積 面積 面積 
面積 面積 面積 面積 
面積 面積 面積 面積 
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 地物高の変化をみると，1947 年には中央値が約 5m であり，4m～6m の低木林が大部分を占め
ていた．1961 年には，中央値が約 3m になり，この期間中に刈り取りが行われていたものと推察
される．1974 年になり，中央値が 8m を超え，7m～9m の亜高木林が多く占めるようになった．





ウ，ハナムグラ,  オギ，カナムグラなど，樹林にタチヤナギ，スギ・サワラなどが混成している． 
 地物高の変化をみると，1947 年から 1974 年にかけては，耕作地であるため，地物高も低い．
1990 年に耕作地から草地へ変化したが，地物高に大きな変化はみられなかった．この理由として，
1990 年の段階では，放棄されてから数年ほどしか経ていない可能性がある．1981 年，1986 年の 2
度に渡る大きな出水を境に，耕作放棄地が増えたのが一因と思われる．  
以上のように，管理が行き届いた土地では，時間が経ても地物高が高く成り得ないが，放置し









管理放棄を始めて約 15 年も経ると 15～20ｍほどの高木林へと変化していた．このように人為の
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河原植物が生育する微地形環境に係わる既存の研究として，1980 年代以降，石川 5)，李ら 6)，
































いる 11)-14)．例えば，耕作地での埋土種子は，29,000～70,000 個/m2 と多いが，森林では，200～3,300 
個/m2 と少ない 12)．また，埋土種子の種類（埋土種子相）と地上部にある植物の種類（植物相）















行った．那珂川は，幹川流路延長 150km，流域面積 3,270km2の一級河川である．標高 1,915m の
那須岳（栃木県）を源流とし，茨城県を跨ぎ太平洋へ注ぐ．河床勾配は源流部から 60km 付近ま
でが約 1/80～1/400，60～27km 付近までが約 1/770，27km より下流の箇所では 1/1,000～1/7,000
第４章 砂礫堆に発達する植物の発芽・成長条件と先駆植生の成立 
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である．対象砂州の河床勾配は 1/400～770，河床材料の代表粒径は 25mm で，セグメント 2－1
に分類される．一方，久慈川は，幹川流路延長 124km，流域面積 1,490km2 の一級河川である．標
高 1,022m の八溝山（福島県・栃木県・茨城県の県境）を源流とし，茨城県を跨ぎ太平洋へ注ぐ．
河床勾配は源流部から 76km 付近までが約 1/20～1/200，76～38km 付近までが約 1/40～1/900，38km
より下流の箇所では 1/700～1/2,000 である．対象砂州の河床勾配は 1/700～1/1,000，河床材料の代
























（Chenopodium album），ケイヌビエ（Echinochloa crus-galli），コセンダングサ（Bidens pilosa），セ
イタカアワダチソウ（Solidago altissima），アキノエノコログサ（Setaria faberi））とした．休眠解
除のため，それぞれの種子を冷蔵庫(4℃)に 2 週間保存した． 
 
(2)礫構造作成 


























         
礫厚 10cm 5cm - - -
表層礫率 100% 100% 90%以上 90%未満 0%
表層砂率 0% 0% 10%未満 10%以上 100%
タイプ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ  







た，各タイプの光量子量は，プランター内の中央と 4 角の計 5 箇所を計測した． 
































































また，Ⅴ-14 を除き，いずれのタイプにおいても，灌水頻度が 14 日のときに体積含水率の平均値
は最小であった．分散分析より，タイプ別の平均値には，有意な差（p <0.0001）があった． 
図 4－5 に実験開始から実験終了時までの累積発芽数の変化を示す．発芽は，実験開始から 3
























































































































































































































































































































































図 4－3 植物種と主根長の関係（抜粋） 
 
表 4－1 タイプ別の光量子量 
礫層タイプ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
光量子量 
(μmol/m2/s) 





































































































































































く，タイプⅡで約 80 個，タイプⅢ～タイプⅤでは 100 個を超えた．その内訳をみると，灌水頻度
が 3 日おきのタイプの個体数は，40 個～60 個で増減を繰り返していた．灌水頻度が 7 日おきのタ
イプの個体数は，タイプⅠが最も少なく，タイプⅡからタイプⅤへ向かうにつれ徐々に多くなっ






























































































































































































































































植物の発芽を支配する 3 大環境要素は，温度，水，光と言われている 22)．今回の実験において，





























－4，図 4－5より，Ⅳ－14，Ⅴ－14 において，体積含水率の減少にともない，枯死率が 90%を超
えるに至った．この現象は，水分が成長の制限因子として働いた顕著な例を示している．そこで，




頻度 14 日のタイプをみると，枯死率はⅢ－14 で約 20%，Ⅱ－14 では約 10%，Ⅰ－14 では 0%と

























４．３ 礫州における埋土種子分布とそれが植生成立に与える影響  
４．３．１ 調査地の概要 
研究対象とした那珂川は，幹川流路延長 150km，流域面積 3,270km2 の一級河川である．標高 1,
915m の那須岳（栃木県）を源流とし，茨城県を跨ぎ太平洋へ注ぐ．河床勾配は源流部から 60km
付近までが約 1/80～1/400，60～27km 付近までが約 1/770，27km より下流の箇所では 1/1,000～1/
7,000 である．対象砂州の河床勾配は 1/770，河床材料の代表粒径は 25mm で，セグメント 2－1
に分類される（図 4-10）．対象砂州の平均年最大流量（確率規模 1/2）は約 1,400m3/s である（参
考までに図 4-12 に流量に対する標高点を示した 21)）．対象砂州を含め，その前後の数 km 区間に












対象砂州の地形は，VRS-GPS （Virtual Reference Station-GPS）により座標（X,Y,Z）を計測し
（約 1,200 地点），TIN 処理により，GIS(Geographic Information System）上に三次元地形を作成し
た．植生は植生調査を実施し， GIS 上に植生図を作成した．なお，植生調査は，2007 年 6 月 20




調査区は，対象砂州を縦断方向へ 50m，横断方向へ 30m 間隔で格子状に区切った交点に設定し
た．ただし，設定する調査区に異なった植物群落が含まれる場合は，前後 2,3m ずらし，1 つの群
落内に再設定した．さらに，ワンド部（1 地点），希少植物（1 地点），外来植物（2 地点）の生育






土砂は，種子発芽に関係の高い表層から 0.1m の深さまで採土した． 







２層以上 １層 － － －
100% 100% 90%以上 90%未満 0%
なし なし 10%未満 10%以上 100%
タイプ
 





分に関しては，河川工学で利用されている国際区分法（極粗砂 2-1mm,粗砂 1-0.5mm,中砂 0.5-0.25
第４章 砂礫堆に発達する植物の発芽・成長条件と先駆植生の成立 
-66- 




浮游させ，顕微鏡を用いて種子選別を行った．高比重処理法とは，比重 1.54 の 50%炭酸カリウム
溶液（K2CO3）に土砂を投入し，5 分間攪拌したのちに，上澄み溶液を回収する 25)もので，これ
らを 3 回繰り返した．回収した浮遊物を低温乾燥（6 時間程度）させ，有機物塊を取り除いた残





















 図 4-12に対象砂州の地形と砂礫構造タイプ，図 4-13に植生図を示す． 





 図 4-14に群落の生育範囲の箱ひげ図を示す．過湿性に見られる 1 年生在来草本群落（セリ－ク
サヨシ群落，ヤナギタデ群落，ミゾソバ群落など）は，比高（調査時の水位標高と生育標高との






図 4－12 対象砂州の標高分布と砂礫構造 
 





草丈が 2m を超えるヨシ群落，オギ群落が多く見られるという違いがあった． 
 
(2) 埋土種子の空間分布 
































































































































































































個/m2 の範囲にあり，中央値が 928 個/m2 であった．一方，タイプⅣ，Ⅴでは，448-21,152 個/m2
の範囲であり，中央値が 5,344 個/m2であった． 
 
(3) 調査区の埋土種子相と植物相 
 調査区内における埋土種子相は 38 科であった（表 4-1）．全調査区に広く分布している種類は，
スベリヒユ（Portulaca oleracea）37 箇所，タデ属（サクラタデ（Persicaria macrantha）あるいは






 調査区内における植物相は 21 科であった（表 4-2）．全調査区に広く分布している種類は，ヨ
 
 















表 4－1 調査区における埋土種子相 
出現
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 順位
アカザ属 アカザ科（アカザ属） ○ 64 88 376 24 16 48 80 8 96 160 88 432 8 24 8 16 8 24 16 128 24 32 8 16 16 48 8 24 1,888 28 7
アカネ アカネ科（アカネ属） 8 56 1,520 8 1,592 4 45
ヤエムグラ属 アカネ科（ヤエムグラ属） 224 224 1 69
マツヨイグサ属 アカバナ科（マツヨイグサ属） ○ 144 336 104 56 48 248 88 80 48 8 40 8 1,112 24 432 48 40 16 8 16 2,904 20 15
カナムグラ アサ科（カラハナソウ属） ○ 8 432 32 144 280 8 56 48 96 72 32 16 8 16 72 8 8 136 1,472 18 18
タネツケバナ属 アブラナ科（タネツケバナ属） ○ 168 240 272 72 32 152 24 8 96 40 8 64 72 8 176 8 8 32 8 16 8 32 1,544 22 12
ヤマハタザオ属 アブラナ科（ヤマハタザオ属） 8 32 432 32 8 16 16 24 8 120 32 8 48 64 8 8 16 88 17 20
イネ科(破片) イネ科 ○ 8 8 1 68
イネ科A イネ科 ○ 8 16 16 24 32 8 40 216 8 8 16 24 16 24 16 40 40 48 16 32 8 656 21 67
イネ科B イネ科 ○ 64 8 24 16 24 24 8 104 40 32 72 48 8 152 40 40 8 176 32 8 8 8 16 8 40 8 8 1,024 27 17
イネ科C イネ科 ○ 40 8 48 40 8 16 40 64 104 56 280 32 400 8 16 1,760 384 800 72 160 16 72 96 976 128 32 1,872 40 32 760 29 13
イネ科D イネ科 ○ 64 16 32 48 72 8 8 32 48 56 8 8 24 72 8 8 8 8 8 8 40 8 8 72 8 8 24 96 16 8 112 30 9
イネ科E イネ科 ○ 48 8 8 40 320 24 8 8 8 40 8 8 64 496 296 56 8 1,008 192 2,648 19 5
イネ科F イネ科 ○ 8 8 1 4
イネ イネ科（イネ属） 8 8 8 24 3 51
アワ イネ科（エノコログサ属） 8 24 48 8 8 16 40 8 8 40 8 8 16 32 8 8 32 8 16 32 376 20 14
オヒシバ イネ科（オヒシバ属） 8 40 48 16 8 8 8 8 8 8 8 8 8 184 13 24
カラムシ属 イラクサ科（カラムシ属） 112 24 16 8 272 400 48 32 32 8 160 376 120 632 8 48 40 72 72 40 64 64 32 8 56 96 64 2,904 27 8
アオウキクサ属 ウキクサ科（アオウキクサ属） 56 120 88 32 24 8 40 56 8 432 9 30
タラノキ ウコギ科（タラノキ属） 16 8 8 24 56 4 44
アレチウリ ウリ科（アレチウリ属） ○ 24 16 24 64 3 50
オモダカ属(1) オモダカ科（オモダカ属） 8 8 1 66
オモダカ属(2) オモダカ科（オモダカ属） 8 8 8 8 32 4 43
カタバミ属 カタバミ科（カタバミ属） 16 32 56 24 24 8 40 40 8 24 8 8 40 8 8 8 40 392 17 19
イヌシデ カバノキ科（クマシデ属） 8 8 8 16 40 4 42
カヤツリグサ科 カヤツリグサ科 240 8 24 168 440 176 8 104 120 32 120 128 16 104 384 48 24 64 120 96 48 104 48 16 32 24 56 40 48 16 64 8 1,920 24 152 5,024 35 3
ホタルイ属 カヤツリグサ科（ホタルイ属） 8 16 24 16 40 8 112 6 37
キク亜科 キク亜科 8 24 8 8 16 8 8 8 88 8 32
キツネアザミ キク科（キツネアザミ属） 8 8 1 65
センダングサ属 キク科（センダングサ属） ○ 8 8 8 16 8 48 5 39
タカサブロウ キク科（タカサブロウ属） 8 32 40 8 16 8 112 6 36
ヒメコウゾ クワ科（カジノキ属） 8 24 8 40 3 49
ヤマグワ クワ科（クワ属） 8 8 8 8 16 8 56 6 35
クサノオウ ケシ科（クサノオウ属） 8 8 16 2 56
キケマン属 ケマンソウ科（キケマン属） 8 8 1 64
コナラ属アカガシ亜属 ブナ科コナラ属（アカガシ亜属） 16 16 1 63
ザクロソウ ザクロソウ科（ザクロソウ属） 16 16 88 144 40 32 32 48 56 48 48 8 8 16 40 8 8 32 8 8 8 32 8 16 768 24 10
シソ科 シソ科 8 8 1 62
イヌコウジュ属 シソ科（イヌコウジュ属） 16 8 16 8 16 16 8 8 8 8 8 120 11 26
キランソウ属 シソ科（キランソウ属） 8 8 16 2 55
シャジクモ属 シャジクモ科シャジクモ属） 32 8 8 32 8 24 8 8 8 136 9 29
ソクズ スイカズラ科（ニワトコ属） 8 8 16 2 54
ニワトコ スイカズラ科（ニワトコ属） 8 8 8 8 16 8 8 24 16 104 9 28
スベリヒユ スベリヒユ科（スベリヒユ属） 512 16 744 1,640 128 8 112 280 8 760 488 8 24 568 984 48 16 40 392 864 136 320 288 24 40 88 208 88 120 32 48 16 88 96 80 8 304 984 37 1
ミゾソバ タデ科（イヌタデ属） ○ 8 56 96 40 24 96 8 32 56 8 88 72 24 8 8 8 8 16 32 32 16 72 8 8 24 8 16 32 904 28 11
ヤナギタデ タデ科（イヌタデ属） ○ 32 88 72 16 8 16 8 8 40 8 16 16 8 8 96 16 112 16 8 1,360 8 16 64 2,040 23 6
ギシギシ属 タデ科（ギシギシ属） ○ 8 16 8 8 16 8 64 6 34
タデ属（サナエタデか
オオイヌタデ） タデ科（タデ属） ○ 112 88 64 664 1,040 360 248 8 40 216 88 16 48 400 320 104 112 80 8 232 64 208 72 48 96 32 16 168 8 40 40 176 120 632 16 120 6,104 36 2
イボクサ ツユクサ科（イボクサ属） 8 16 24 2 53
ツユクサ属 ツユクサ科（ツユクサ属） 8 8 1 61
ツリフネソウ ツリフネソウ科（ツリフネソウ 8 8 16 2 52
ニシキソウ亜属 トウダイグサ科（ニシキソウ亜属） 24 16 72 16 16 8 16 32 24 8 32 608 8 32 8 16 8 32 120 1,096 19 16
イヌホオズキ ナス科（ナス属） ○ 16 8 48 16 8 16 56 72 8 8 24 280 11 25
マンテマ属 ナデシコ科（マンテマ属） 32 40 8 40 48 40 64 160 56 8 112 8 32 16 664 14 23
ケヤキ ニレ科（ニレ属） 16 24 16 8 8 8 40 112 16 8 256 10 27
キイチゴ属 バラ科（キイチゴ属） 32 8 8 8 8 32 72 8 8 8 16 8 8 24 248 14 22
サクラ属サクラ節 バラ科（サクラ属） 8 8 8 8 32 4 41
ヒユ属 ヒユ科（ヒユ属） 16 8 32 16 24 8 8 112 7 33
ブドウ属 ブドウ科（ブドウ属） 8 8 1 60
サルナシ マタタビ科（マタタビ属） 8 8 1 59
マタタビ マタタビ科（マタタビ属） 8 8 16 8 8 48 5 38
キウイ マタタビ科マタタビ属） 16 8 16 8 48 4 40
マメ科 マメ科 16 16 1 58
ヤブツルアズキ マメ科（ササゲ属） ○ 8 8 1 57
ハギ属 マメ科（ハギ属） ○ 8 8 40 16 16 8 24 8 128 8 31
コナギ ミズアオイ科（ミズアオイ属） ○ 16 48 8 8 24 8 24 16 8 8 16 8 16 8 24 24 15 21
ミズキ ミズキ科（アオキ属） 8 8 8 24 3 48
クマノミズキ ミズキ科（ミズキ属） 8 8 8 24 3 47
キュウリグサ属 ムラサキ科（キュウリグサ属） 152 8 8 168 3 46
不明 不明 8 8 1 －
1,872 200 128 24 2,648 5,288 2,248 48 1,576 1,480 112 112 2,504 2,200 144 232 3,648 4,288 288 744 264 944 5,232 872 2,528 664 304 456 656 1,336 752 2,184 168 200 168 3,288 640 4,824 392 1,032 39,480





同定結果 科・属名 調査区No. 累計
 
1. 表中での数字は種子数を示し，セルを灰色で塗りつぶしている. 空白は種子数が 0 を意味する． 2. イネ科については，A,D,F の種類は不明．イネ科 B は，ﾂﾙﾖｼ，ﾖｼ，ﾈｽﾞ
ﾐﾎｿﾑｷﾞ，ﾎｿﾑｷﾞ，ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ，ｷﾂﾈｶﾞﾔ，ｶﾓｼﾞｸﾞｻなどの種子群, イネ科 C は，ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ，ﾒﾋｼﾊﾞなどの種子群，イネ科 E は，ｸｻﾖｼ，ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ，ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞなどの種子群と




表 4－2 調査区における植物相 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
シロザ アカザ科（アカザ属） 10 1 28 4
ヘクソカズラ アカネ科（ヘクソカズラ属） 10 1 － －
アレチマツヨイグサ アカバナ科（マツヨイグサ属 ） 1 2 2 20 10
カナムグラ アサ科（カラハナソウ属） 30 100 5 90 20 100 20 30 1 100 30 50 30 20 50 15 18 71
タネツケバナ アブラナ科（タネツケバナ） 5 1 2 22 9
マメグンバイナズナ アブラナ科（マメグンバイナズナ属 ） 5 1 3 3 2 5 6 － －
イネ科sp. イネ科 1 1 5 1 1 2 3 5 2 1 3 3 1 13 － －
イネ科sp2. イネ科 1 3 2 － －
オギ イネ科（ススキ属） 100 1 － －
シナダレスズメガヤ イネ科（スズメガヤ属 ） 40 1 29 3
ネズミホソムギ イネ科（ドクムギ属） 3 1 27 4
ネズミムギ イネ科（ドクムギ属） 3 1 1 1 4 27 14
ホソムギ イネ科（ドクムギ属） 1 2 2 27 7
イチゴツナギ イネ科（ナガハグサ属 ） 3 1 19 5
オオスズメノカタビラ イネ科（ナガハグサ属 ） 5 1 2 19 11
ナギナタガヤ イネ科（ナギナタガヤ属） 5 1 2 27 7
メヒシバ イネ科（メヒシバ属） 20 1 29 3
ツルヨシ イネ科（ヨシ属） 30 40 10 2 60 10 100 70 1 100 20 100 80 3 90 90 70 70 18 27 58
ヨシ イネ科（ヨシ属） 70 1 27 4
カモジグサ イネ科（エゾムギ属 ） 5 5 1 10 1 1 5 7 27 23
クサヨシ イネ科（クサヨシ属） 20 80 10 60 90 30 50 80 20 9 19 43
キツネガヤ イネ科（スズメノチャヒキ属） 5 1 24 4
ミズ イラクサ科（ ミズ属） 1 5 1 1 4 － －
アレチウリ ウリ科（アレチウリ属） 5 10 10 5 80 5 3 71
ガガイモ ガガイモ科（ガガイモ属） 1 1 － －
アメリカセンダングサ キク科（センダングサ属） 1 1 5 1 5 5 5 50
コセンダングサ キク科（センダングサ属） 1 1 2 5 29
ヨモギ キク科（ヨモギ属） 40 20 1 3 1 1 5 2 5 10 1 3 1 5 3 1 3 10 1 70 2 1 22 － －
カワラヨモギ キク科（ヨモギ属） 1 50 2 － －
セイタカアワダチソウ キク科（ アキノキリンソウ属） 1 1 － －
ハキダメギク キク科（コゴメギク属） 1 1 － －
ブタクサ キク科（ブタクサ属） 1 1 － －
ヒメムカシヨモギ キク科（ムカシヨモギ属） 2 5 1 3 3 1 1 1 3 9 － －
イヌコウジュ シソ科（イヌコウジュ属） 1 1 － －
カキドオシ シソ科（カキドオシ属） 20 3 2 － －
タチツボスミレ スミレ科（スミレ属 ） 1 1 － －
セリ セリ（セリ属） 80 1 － －
イヌタデ タデ科（イヌタデ属） 1 1 － －
ミゾソバ タデ科（イヌタデ属） 5 1 1 30 5 1 5 60 10 9 28 32
ヤナギタデ タデ科（イヌタデ属） 1 5 2 23 9
ママコノシリヌグイ タデ科（イヌタデ属） 5 1 － －
オオイヌタデ タデ科（イヌタデ属） 30 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 30 20 13 36 34
ヒメスイバ タデ科（ギシギシ属） 3 1 5 17
ツユクサ ツユクサ科（ツユクサ属） 1 1 1 1 1 5 1 100
エノキグサ トウダイグサ科（エノキグサ属） 3 1 － －
コニシキソウ トウダイグサ科（ニシキソウ属） 1 3 2 19 10
スギナ トクサ科（トクサ属） 3 5 5 10 3 5 － －
ウシハコベ ナデシコ科（ウシハコベ属） 5 1 － －
ノミノツヅリ ナデシコ科（ノミノツヅリ属） 1 1 － －
コハコベ ナデシコ科（ハコベ属） 1 1 2 － －
ノミノフスマ ナデシコ科（ハコベ属） 1 1 － －
オランダミミナグサ ナデシコ科（ミミナグサ属） 1 1 2 － －
ヒカゲノイノコヅチ ヒユ科（イノコズチ属） 1 1 － －
ヤブガラシ ブドウ科（ヤブガラシ属） 10 1 － －
コモチマンネングサ ベンケイソウ科（マンネングサ属） 1 3 2 － －
ヤブツルアズキ マメ科（ササゲ属） 1 1 1 50
アカツメクサ マメ科（シャジクソウ属） 1 1 1 50
シロツメクサ マメ科（シャジクソウ属） 10 8 2 1 67
メドハギ マメ科（ハギ属） 3 20 1 3 8 33
ヤハズソウ マメ科（ハヤズソウ属） 1 1 3 1 3 1 1 10 8 1 89
ヤブマメ マメ科（ヤブマメ属） 5 1 1 50
クズ マメ科（クズ属） 10 70 50 3 4 1 100
カラスノエンドウ マメ科（ソラマメ属 ） 1 1 1 50
ツルマメ マメ科（ダイズ属） 5 1 1 5 1 5 1 83
マルバヤハズソウ マメ科ヤハズソウ属） 3 5 3 3 4 0 100
4 10 6 5 8 4 9 3 13 7 4 3 9 6 4 6 9 12 7 6 14 1 6 10 12 3 2 9 6 7 6 15 5 1 8 4 6 10 5 7 平均 36.21










1. 表中の数値は植被率（%）を示す． 2. 埋土種子に含まれていた種類の調査区は，セルを灰色で塗りつぶした．なお，存在箇所とは，埋土種子の存在する箇所の合計を示
す．3. 出現率は，植物相の出現回数と見かけ上の埋土種子数（埋土種子と埋土種子に存在しなかった植物相を加えた数）との比（%）で定義される． 
第４章 砂礫堆に発達する植物の発芽・成長条件と先駆植生の成立 
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 2005 年 10 月 14 日に航空機により空中写真の撮影（縮尺 1/6,000）を行った．空中写真から相
観植生図（Physiognomical vegetation map）を作成し，植生調査から推測できなかった場所や空中
写真の判読がむつかしかった場所について，別途調査を行い現存植生図（Actual vegetation map）
を作成した．これらを GIS 上に格納した． 
b) 地形図の作成 
 2004 年 3 月に航空機搭載のレーザ・プロファイラのデータを基に地形図を作成した．レーザ・
プロファイラとは，レーザ・パルスを連続的に地面に向けて照射することで，1 パルス毎に地上
 







プロファイラは，地形高（DSM：Digital Surface Model）や地表高（DEM：Digital Elevation Model）
の取得に優れ，調査地の詳細な起伏情報を収集することを可能にした 9)． 
 ここでは，DSM を基に TIN （Triangulated Irregular Network）処理を行い， GIS (Geographic 
Information System）上に，3 次元の地形図を作成している． 
c) 群落別の標高分布 



































































































































































































































































































































図 5－4 標高別の植物群落の分布範囲 
 
図 5-2 GIS 上に格納した植生図 
 
 








 小貝川の群集表を作成するため，次に示す 38 の群集および群落に区分し，それらを 17 つの群
団にまとめた．さらに所属するオーダーおよびクラス(11)を決定した．なお，本研究で異名とし
て示したものは群集名のみとし，群落レベルの単位については割愛した．また，植生単位の命名































































表 5-1 夏緑林，沼沢林，河原林の常在度表 
群落名 a b c d e
調査区数 11 3 5 16 8
a.ジャヤナギーアカメヤナギ群集 ・ ・ ・ ・ ・
アカメヤナギ V 1 ・ ・ ・
ジャヤナギ III ・ ・ ・ ・
キヌヤナギ + ・ ・ ・ ・
b.タチヤナギ群集
タチヤナギ II 3 III ・ ・
ナガバカワヤナギ + 2 ・ ・ ・
スズメウリ ・ 2 ・ + ・
c.ハンノキ群落
ハンノキ ・ ・ V + ・
チョウジソウ ・ ・ III + ・
アカネ ・ ・ III + ・
d.ムクノキｰエノキ群集
ムクノキ I ・ ・ IV V
エノキ + ・ I IV III
e.ジャノヒゲ亜群集
ジャノヒゲ ・ ・ ・ V I
f.ナガバジャノヒゲ亜群集
ナガバジャノヒゲ ・ ・ ・ ・ IV
湿潤林指標種
クサヨシ V 3 IV II ・
ヤワラスゲ II ・ I II ・
ノウルシ + 1 III ・ ・
オヘビイチゴ II 1 I ・ ・
ハンゲショウ II 1 I ・ ・
ヤガミスゲ III 2 I I ・
ミゾソバ + 2 I + ・
シロネ II 1 I I ・
ノカラマツ ・ ・ I I ・
カサスゲ II 1 I ・ ・
コバギボウシ ・ ・ I ・ ・
ウマスゲ I 2 I ・ ・
ケキツネノボタン I 2 III ・ ・
ヨシ II 2 IV ・ ・
アゼナルコ I 1 I ・ ・
アキノウナギツカミ ・ 1 III ・ ・
ハナムグラ I 1 I + ・
ネズミホソムギ II 1 I ・ ・
オギ III 1 V ・ ・
フジバカマ + ・ I I ・
アゼスゲ I ・ I ・ ・
ヌマトラノオ I ・ I ・ ・
イヌゴマ ・ 1 I ・ ・
タチスミレ + 1 ・ ・ ・
夏緑林構成種
クヌギ II ・ III IV I
ゴマギ II 1 III IV I
ヤブラン ・ ・ ・ IV ・
ノビル + ・ I II ・
ヤブジラミ + ・ ・ II ・
エナシヒゴクサ ・ ・ I II ・
ツルウメモドキ ・ ・ I III ・
エゴノキ ・ ・ ・ II ・
シオデ ・ ・ ・ II ・
ムラサキケマン ・ ・ ・ II ・
ニガキ ・ ・ ・ I ・
オオハナワラビ ・ ・ ・ + ・
カマツカ ・ ・ ・ III ・
ニワトコ ・ ・ ・ III ・
ブナ群綱
ケヤキ ・ ・ ・ IV II
マユミ + ・ ・ III II
コナラ ・ ・ ・ II I
コブシ ・ ・ ・ I I
イヌザクラ ・ ・ ・ II I
ウグイスカグラ ・ ・ ・ I I
ヤブデマリ + ・ ・ I ・
コマユミ ・ ・ ・ + ・
クリ ・ ・ ・ + ・
ウワミズザクラ ・ ・ ・ + ・
ヤマコウバシ ・ ・ ・ I ・
ニシキギ ・ ・ ・ + ・
ヤブニンジン ・ ・ ・ + II
ノイバラ群綱
イボタノキ III 1 I V I
ノブドウ I 1 I II I
ノイバラ II 2 V IV ・
スイカズラ ・ 1 IV V I
ヘクソカズラ III 2 ・ II I
ヤマグワ I 1 III II ・
センニンソウ I 1 IV III ・
シラカシ群集
シラカシ ・ ・ ・ II V
ヤブツバキ ・ ・ ・ + III
ヤブコウジ ・ ・ ・ ・ II
マダケ ・ ・ ・ ・ IV
オヤブジラミ + 1 III + ・
ナガバギシギシ + 1 I + ・
ヘビイチゴ II 2 I I ・
ウシハコベ I 1 ・ ・ ・
ヤエムグラ IV 3 IV IV ・
アマチャヅル I ・ III III II
ヒカゲイノコヅチ III 1 III II ・
イシミカワ IV 3 V III ・
カモジグサ IV 2 V II ・
ツボスミレ II 1 IV I ・
ツタ ・ ・ ・ + I
カナムグラ III 2 IV II I
セリ IV 2 IV I ・
スイバ + ・ IV I ・
ヨモギ I ・ III I ・
ツユクサ + ・ I ・ I
スギナ ・ ・ I ・ I
イヌワラビ ・ ・ ・ I II
ドクダミ ・ ・ ・ I II
ヤブタビラコ ・ 1 I ・ ・
セイタカアワダチソウ III 3 IV III ・
アズマネザサ + ・ IV III II
オオブタクサ II ・ I + ・
ヒナタイノコヅチ ・ 1 I + ・
ヒルガオ + 1 I ・ ・
アレチウリ I ・ I + ・
ギシギシ II 1 ・ I ・
アメリカセンダングサ + ・ I ・ ・
コハコベ I ・ I ・ ・
スギ ・ ・ ・ + II
ヤブマメ + ・ ・ I ・
ナヨクサフジ + ・ I ・ ・
ヨウシュヤマゴボウ I ・ ・ I ・
ヤハズエンドウ + ・ I ・ ・
オオジシバリ + ・ ・ + ・
キチジョウソウ ・ ・ I + ・
スズメノテッポウ + ・ I ・ ・
アケビ ・ ・ I IV III
キヅタ ・ ・ ・ IV IV
オニドコロ + ・ ・ II I
ヤブガラシ ・ 1 III I II
シロダモ ・ ・ ・ IV IV
シュロ ・ ・ ・ V V
ヤマウコギ ・ ・ ・ II I
アカメガシワ ・ ・ I II ・
カラスウリ + ・ ・ + ・
カミエビ ・ ・ I II I
フジ ・ ・ I + II
ヤマノイモ + ・ ・ + ・
サネカズラ ・ ・ ・ + I
ナンテン ・ ・ ・ I I
メダケ ・ ・ ・ II I  
その他の種 Other species,no.1:オニグルミ+,no.2:ガガイモ 1,シロバナサクラタデ 1,no.3:ツルニンジン I,カニツリグサ I,イ
ボクサ I,コモチマンネングサ I,タチシオデ I,カキドオシ I,アキメヒシバ I,アマドコロ I,イヌムギ I,ウラシマソウ I,ゲンゲ I,ゴ
キヅル I,ユウガギク I,オオチドメ I,オオバコ I,アゼムシロ I,アメリカタカサブロウ I,エノキグサ I,スミレ I,ミチヤナギ I,ホソ





no.5ヒサカキ II,ネズミモチ I,モウソウチク II,ヤツデ II,ベニシダ I,オオバジャノヒゲ I,クサギ I,ムラサキシキブ I,オクマワラ








































表 5-2 林縁低木林・先駆低木林の常在度表 
a b c d e
4 9 2 2 4
a.センニンソウ群集
ノイバラ 4 Ⅰ 3 5 ・
センニンソウ 2 ・ 3 ・ ・
b.メダケ群集
メダケ ・ Ⅴ ・ ・ ・
c.アズマネザサ－ススキ群集
アズマネザサ ・ ・ 5 ・ ・
d.クサイチゴ－タラノキ群集
ヌルデ ・ ・ ・ 3 ・
アカメガシワ ・ Ⅰ ・ 3 ・
e.クズ－カナムグラ群集
クズ 2 ・ ・ ・ 5
カナムグラ 3 Ⅱ ・ ・ 2
イシミカワ 3 Ⅰ ・ ・ ・
フジ 2 Ⅱ ・ ・ ・
ヤブガラシ 3 Ⅲ 3 3 3
イボタノキ ・ Ⅰ 3 3 ・
ヤマウコギ ・ Ⅱ ・ ・ ・
オニドコロ ・ ・ 5 ・ ・
ツルマメ ・ ・ ・ ・ 2
ヤブジラミ ・ ・ ・ 5 ・
その他
スイバ ・ Ⅰ 3 3 ・
スギナ 2 Ⅳ ・ 3 ・
ヨモギ 3 Ⅰ ・ 3 5
オギ 3 ・ ・ 3 5
セイタカアワダチソ 3 ・ ・ 5 5
ヒカゲイノコヅチ 2 Ⅱ ・ ・ 2
ヘクソカズラ ・ Ⅱ ・ 5 2
ヤブマメ 2 ・ ・ 3 2
ヨシ 3 ・ ・ 3 2
エナシヒゴクサ 2 ・ ・ 3 ・
エノキ ・ Ⅱ ・ 3 ・
カモジグサ 3 ・ ・ 3 ・
シロダモ ・ Ⅲ 3 ・ ・
スイカズラ ・ Ⅱ ・ 5 ・
ナヨクサフジ ・ ・ 3 3 ・
ネズミホソムギ 2 ・ ・ 3 ・
ノウルシ 2 ・ ・ 3 ・
ノブドウ 2 ・ ・ 3 ・
ハナイバナ ・ ・ 3 ・ 2
ヒルガオ ・ Ⅰ 3 ・ ・
マスクサ ・ ・ 3 3 ・
ヤエムグラ 4 Ⅲ ・ ・ ・





その他の種 Other species,no.1:イボタノキ 2,ウツギ 2,シロ






ワレモコウ 3,no.4:ナワシロイチゴ 3,アカネ 3,イヌザクラ 3,
カミエビ3,キンミズヒキ3,シンジュ3,no.4:アキノエノコログ
サ2,アキノノゲシ2,オオブタクサ2,ガガイモ3,キクイモ2,キ










































表 5-3 多年草：沼沢草原の常在度表 
a b c d e f g h i j k l
調査区数 2 10 2 6 6 11 14 13 10 9 8 5
a.ショウブ群落
ショウブ 3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
b.ウキヤガラ－マコモ群集
マコモ ・ Ⅴ 3 Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
c.サンカクイ －コガマ群落
サンカクイ ・ ・ 5 Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
d.ヒメガマ群集
ヒメガマ ・ ・ ・ Ⅴ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
e.ヨシ群集
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
f.オギ群集
オギ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ ・ Ⅲ
g.ハナムグラ－オギ群集
ハナムグラ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅰ ・ ・ Ⅱ
ノカラマツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
トネハナヤスリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
h.セリ－クサヨシ群集
クサヨシ ・ ・ ・ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅴ ・
セリ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅱ ・
i.ヤガミスゲ群集
ヤガミスゲ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅴ ・ ・ ・
j.カサスゲ群集
カサスゲ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅴ Ⅱ ・
k.ウマスゲ群集
ウマスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅴ ・
l.チゴザサ－アゼスゲ群集
アゼスゲ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ
群団・群目・群綱（上級単位の種）
ヨシ 3 Ⅱ ・ Ⅰ Ⅴ ・ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅳ
シロネ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ ・ Ⅰ Ⅲ ・ ・
イヌゴマ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ Ⅱ Ⅱ ・ ・
アゼナルコ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ ・ ・ Ⅱ Ⅱ Ⅰ ・
ハンゲショウ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・
フジバカマ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
サデクサ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
シロバナサクラタデ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・
ヌマトラノオ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・
キショウブ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
タウコギ群綱の種
ミゾソバ ・ Ⅰ ・ Ⅱ Ⅰ ・ Ⅰ Ⅳ Ⅲ ・ Ⅲ ・
カナムグラ ・ Ⅰ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅱ ・ Ⅱ
イシミカワ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ
アキノウナギツカミ ・ ・ ・ ・ Ⅱ ・ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ ・
ウナギツカミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・
ヤナギタデ ・ Ⅱ 3 Ⅱ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
オオブタクサ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ Ⅰ ・
オオイヌタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ Ⅱ
アメリカセンダングサ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
イボクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・
シロバナタカアザミ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ミノゴメ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・
チョウジタデ ・ ・ ・ ・ Ⅱ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオミゾソバ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・
オオカワジシャ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
その他の種
ヤエムグラ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ ・
ヘクソカズラ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ ・ ・ Ⅰ
ギシギシ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅲ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ヤブマメ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ Ⅱ Ⅰ ・ ・
ヒルガオ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
ヨモギ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
カモジグサ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ ・ ・ ・
スギナ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
スカシタゴボウ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅲ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
コタネツケバナ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅳ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
オオオナモミ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅲ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ムシクサ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
アメリカアゼナ ・ ・ ・ ・ Ⅳ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
セイタカアワダチソウ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ Ⅱ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ヤブガラシ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅱ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ガガイモ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ ・ Ⅱ Ⅰ ・ ・ ・
ヘビイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ツボスミレ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・
オヘビイチゴ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ヒロハホウキギク ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
イヌタデ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・
カワヂシャ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
アメリカタカサブロウ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅱ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
カラシナ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ウシハコベ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅱ ・ ・ ・ ・
ノウルシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ ・ Ⅰ ・ ・ ・
ミゾコウジュ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・
ネズミホソムギ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
アキノノゲシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
スイバ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
キュウリグサ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ツユクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・
ヤハズノエンドウ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
ノイバラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
キクイモ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
ツルマメ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ヒカゲイノコヅチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・
ヤワラスゲ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・
タネツケバナ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅱ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ノブドウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・
イヌムギ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・
マスクサ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・
イネ科sp ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・
アマチャヅル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ Ⅰ ・ ・ ・
ゴキヅル ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・ ・ ・ ・ Ⅰ ・  





























































































































































































表 5-5 林縁・路傍肥沃地草原の常在度表 
a b c d e f g
30 1 2 1 1 4 5
a.アキノノゲシ－カナムグラ群集
アキノノゲシ r ・ ・ ・ ・ ・ ・
カナムグラ Ⅳ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
b.イタドリ群落
イタドリ ・ 5 ・ ・ ・ ・ ・
c.ユウガギク－ヨモギ群集
カゼクサ ・ ・ 5 ・ ・ 2 ・
チカラシバ ・ ・ 5 ・ ・ 2 ・
ネズミノオ ・ ・ 3 ・ ・ ・ ・
d.ギョウギシバ群落
ギョウギシバ ・ ・ 5 5 5 3 ・
e.オオバコ－シロツメクサ群落
シロツメクサ ・ ・ 5 5 5 5 Ⅲ
オオバコ ・ ・ ・ ・ 5 4 Ⅱ
f.ミコシガヤ－クサイ群落
ミコシガヤ ・ ・ ・ ・ ・ 5 Ⅲ
クサイ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・
g.ネズミホソムギ－カモジグサ群落
ネズミホソムギ Ⅰ 5 ・ 5 5 4 Ⅳ
カモジグサ Ⅰ ・ ・ ・ ・ 3 Ⅳ
群団・群目・群綱（上級単位の種）
ヨモギ Ⅱ 5 3 ・ ・ 2 Ⅳ
ヒルガオ r 5 ・ ・ ・ 2 Ⅰ
ヤハズソウ Ⅰ ・ 5 ・ ・ 2 Ⅰ
セイタカアワダチソウ Ⅲ 5 ・ ・ ・ 2 Ⅲ
ナガバギシギシ Ⅱ 5 3 ・ ・ ・ Ⅱ
ヤブガラシ Ⅳ 5 ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ヤブマメ Ⅰ ・ 3 ・ ・ 4 ・
オヘビイチゴ r ・ ・ ・ ・ 2 Ⅱ
ギシギシ Ⅰ ・ ・ ・ ・ 2 ・
イシミカワ Ⅲ ・ ・ ・ ・ 2 ・
ガガイモ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ヘクソカヅラ Ⅰ 5 ・ ・ ・ ・ ・
ハルジオン r ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
カントウヨメナ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ
スギナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
キクイモ r ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒナタイノコヅチ Ⅱ ・ ・ ・ ・ ・ ・
カキドオシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ヒナタイノコズチ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ナガハグサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ
その他の種
オギ Ⅳ 5 ・ ・ ・ ・ Ⅰ
オランダミミナグサ ・ ・ ・ 5 ・ 3 Ⅳ
メドハギ Ⅰ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ
オオオナモミ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
オオアレチノギク r ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
セリ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ウシハコベ Ⅱ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
アキノエノコログサ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ
メヒシバ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ミゾコウジュ ・ ・ ・ ・ ・ 3 Ⅱ
シバ ・ ・ 5 5 ・ ・ ・
アメリカフウロ ・ ・ ・ 5 5 ・ ・
アメリカセンダングサ Ⅰ ・ ・ ・ ・ 2 ・
イヌタデ r ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ
ツユクサ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ
オニウシノケグサ ・ ・ 3 ・ ・ ・ Ⅰ
キンエノコロ r ・ 5 ・ ・ ・ ・
チガヤ r ・ 3 ・ ・ ・ ・
ヒメヨモギ Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ
ケナシチガヤ ・ ・ ・ ・ ・ 2 Ⅰ
タチイヌノフグリ ・ ・ ・ 5 ・ 2 ・
ヤハズエンドウ ・ ・ ・ 5 ・ ・ Ⅱ
         群落名





リカタカサブロウ r,カラシナ r,スカシタゴボウ r,ハナムグラ r,フジバカマ r,カサスゲ r,センニンソウ r,アキカラ
マツ r,スズメウリ r,ヨウシュヤマゴボウ r,キツネノマゴ r,クサフジ spr,ミツバツチグリ r,ヤマノイモ r,ヨツバム
グラ r,no.2:イヌムギ 5,no.3:アキメヒシバ 5,ミチヤナギ 3,カヤツリグサ 3,オヒシバ 3,ウシノシッペイ 3,ホウキギ
ク 3,no.4:マスクサ 5,no.6:アオスズメノカタビラ 3,アゼナルコ 3,ブタクサ 3,ムシクサ 2,ニワゼキショウ 2,イヌガ





































































































ミゾソバ Ⅱ ・ ・
オオクサキビ Ⅱ 1 ・
ヤナギタデ Ⅴ 1 4
b.アキノエノコログサ－コセンダングサ群集
アキノエノコログサ ・ 4 ・
c.ノミノフスマ－スズメノテッポウ群落
ノミノフスマ ・ ・ 5
スズメノテッポウ Ⅲ ・ 5
群団・群目・群綱（上級単位の種）
ケイヌビエ Ⅰ 1 ・
オオオナモミ Ⅱ 1 ・
イヌビエ Ⅱ 2 ・
アメリカセンダングサ Ⅰ 1 ・
コタネツケバナ Ⅱ ・ ・
コイヌガラシ Ⅰ ・ ・
カワヂシャ Ⅱ ・ ・
オオブタクサ ・ 1 ・
イボクサ Ⅰ ・ ・
スカシタゴボウ Ⅱ ・ 5
カナムグラ ・ ・ 4
ウナギツカミ ・ ・ 2
オオイヌタデ Ⅱ ・ 2
コハコベ ・ 1 2
ハナイバナ ・ ・ 2
ノボロギク ・ ・ 2
シロザ群綱の種類
シロザ ・ 1 2
ツユクサ ・ 2 5
イヌタデ Ⅰ 1 5
キュウリグサ ・ ・ 5
ハハコグサ ・ 1 4
その他の種類
ウシハコベ ・ 4 5
コムギ ・ ・ 5
ムシクサ Ⅱ ・ 4
ケキツネノボタン ・ ・ 4
ナガバギシギシ ・ 2 4
ヤエムグラ Ⅰ ・ 2
アメリカセンダングサ ・ ・ 2
アキノノゲシ ・ 1 2
ナズナ ・ ・ 2
カタバミ ・ 1 2
ヌカキビ Ⅲ 1 ・
ヨシ Ⅰ 1 ・
アメリカアゼナ r 2 ・
セイタカアワダチソウ Ⅰ 5 ・
ギシギシ Ⅰ 1 ・
セリ Ⅰ 1 ・
メヒシバ r 3 ・
イヌガラシ Ⅰ 1 ・
ツルヨシ Ⅰ ・ ・
クサヨシ Ⅱ ・ ・







o.2:オオアレチノギク 5,ヤブガラシ 3,ガガイモ 2,マダイオウ 2,ヒメジョオン 2,ヨモギ 2,スギナ 2,ヒナタイノ
コヅチ1,カラシナ1,ヘビイチゴ1,ヤハズソウ1,セイヨウタンポポ1,オヘビイチゴ1,スイバ1,メドハギ1,ヤハ
ズノエンドウ 1,ノイバラ 1,キクイモ 1,ツルマメ 1,ヒカゲイノコヅチ 1,オニウシノケグサ 1,ハルジオン 1,セン
ニンソウ 1,カントウヨメナ 1,アゼガヤツリ 1,アレチウリ 1,アキメヒシバ 1,カラスウリ 1,ナワシロイチゴ 1,ア
カツメクサ 1,ヒメムカシヨモギ 1,クサネム 1,アキカラマツ 1,ドクダミ 1,メマツヨイグサ 1,ヨウシュヤマゴボ
ウ1,シソsp1,オニノゲシ1,ワレモコウ1,タカサブロウ1,コヒルガオ1,メダケ1,セリsp1,タチイヌノフグリ1,








































表 5-8 水位変動域の草原・荒原の常在度 
群落名 a b c
調査区数 2 5 9
アズマツメクサ群落
アズマツメクサ 5 ・ ・
ミズハコベ 3 ・ ・
コカイソウ群集
コカイソウ 3 Ⅳ ・
コカイタネツケバナ群集
コカイタネツケバナ 3 Ⅱ Ⅴ
群団・群目・群綱
ムシクサ 5 Ⅴ Ⅱ
コイヌガラシ 3 Ⅴ Ⅲ
タウコギ群綱の種類
スカシタゴボウ 3 Ⅲ Ⅰ
タコノアシ 3 Ⅳ ・
スズメノテッポウ ・ Ⅲ Ⅱ
オオイヌタデ ・ Ⅱ Ⅰ
サナエタデ 3 ・ ・
ヒロハホウキギク ・ Ⅴ ・
カワヂシャ ・ Ⅳ ・
チョウジタデ ・ Ⅱ ・
アメリカセンダングサ ・ Ⅱ ・
ミゾソバ ・ Ⅰ ・
イボクサ ・ Ⅰ ・
カズノコグサ ・ Ⅰ ・
ホソバヒメミソハギ ・ Ⅰ ・
オオカワヂシャ ・ Ⅰ ・
タガラシ ・ Ⅰ ・
オオオナモミ ・ ・ Ⅱ
その他の種類
セイタカアワダチソウ 3 Ⅰ ・
ヨモギ ・ Ⅱ Ⅰ
イヌガラシ ・ Ⅱ Ⅰ
クサヨシ ・ Ⅰ Ⅰ
ギシギシ ・ Ⅰ Ⅰ  




























































オオバコ 5  
その他の種 Other species,no.1 セイタカアワダチ
ソウ3,メヒシバ3,シロツメクサ3,イヌタデ3,タチイ





ブナ群綱 Fagetea crenatae Miyawaki, Ohba et Murase 1964 
コナラ-ミズナラ群目 Quercetalia serrato-grosseserratae Miyawaki et al. 1971 
エノキ-ムクノキ群団 Celtido-Aphananthion  Okuba 1978 
ムクノキ-エノキ群集 Aphanantho-Celtidetum japonicae  Ohno 1979 
ムクノキ-エノキ・ジャノヒゲ亜群集 Subassoc. of Ophiopogon ohwii, Aphanantho-Celtidetum ja
ponicae 




ハンノキ群綱 Alnetea japonicae  Miyawaki, K. Fujiwara et Mochizuki 1977 
 ハンノキ群目 Alnetalia japonicae Miyawaki, K. Fujiwara et Mochizuki 1977 
  ヤチダモ-ハンノキ群団 Fraxino-Alnion japonicae Miyawaki, K. Fujiwara et Mochizuki 1977 
   チョウジソウ-ハンノキ群落 Amsonio elliptica - Alnetum japonica community 
 
［河原林］ 
オノエヤナギ群綱 Salicetea sachalinensis Ohba 1973 
 コモチマンネングサ-タチヤナギ群目 Sedo-Salicetalia subfragilis Okuba 1978 
  タチヤナギ群団 Salicion subfragilis. Miyawaki et Okuda 1972 
タチヤナギ群集  Salicetum subfragilis Okuda 1978  
ジャヤナギ-アカメヤナギ群集  Salicetum eriocarpo-chaenomeloidis Okuda 1978 
 
［林縁低木林・先駆低木林］ 
ノイバラ群綱 Rosetea multiflorae  Ohba, Miyawaki et Tx. 1973  
トコロ-クズ群目 Dioscoreo-Puerarietalia lobatae Ohba 1973 
  ウツギ群団 Deutzion crenatae Ohba et Sugawara 1980 
センニンソウ群集 Clematidetum terniflorae Miyawaki et Fujiwara 1968 em Murakami in Miya
waki 1983  
メダケ群集 Pleioblastetum simonii Minamikawa 1970 
アズマネザサ-ススキ群集 Arundinario chino-Miscanthetum sinensis Miyawaki 1971 
（アスマネザサ群集 ） 
クサギ-アカメガシワ群団 Clerodendro-Mallotion Ohba 1971 
 クサイチゴ-タラノキ群集 Rubo hirsuti-Aralietum Miyawaki et al. 1971 
（クサギ-アカメガシワ群集 ） 




アシ群綱 Phragmitetea Tx. et Prsg. 1942 
ヨシ群目  Phragmitetalia eurosibiricae Tx. et Prsg. 1942  
ヨシ群団 Phragmitetea Tx. et Prsg. 1942 
ウキヤガラ-マコモ群集  Scirpo fluviatilis-Zizanietum latifoliae Miyawaki et Okuda 1972  
サンカクイ-コガマ群落  Scirpo−Typhetum orientalis Community  
ヒメガマ群集 Typhetum domingensis. ass. nov.12) 
アシ群集 Phragmition australis Schamale 1939 
ショウブ群落 Acorus calamus community 
  オギ-アシ群団 Miscantho sacchariflori-Phragmition Miyawaki et Okuda 1970 
   オギ群集 Miscanthetum sacchariflori Miyawaki et Okuda 1972 
   ハナムグラ-オギ群集 Galio dahurici-Miscanthetum sacchariflori Okuda 1978 
   セリ-クサヨシ群集 Oenantho-Phalaridetum arundinaceae Miyawaki et Okuda 1972 
   ヤガミスゲ群集（新称） Caricetum maackii ass. nov. 
 大型スゲ群目  Caricetum dispalatae Miyawaki et Okuda 1972 
  ホソバノヨツバムグラ-大型スゲ群団 Galio brevipedunculati-Magnocaricion et K. Fujiwara 1970 
カサスゲ群集 Caricetum dispalatae Miyawaki et Okuda 1972 
ウマスゲ群集（新称）Caricetum idzuroei ass. nov. 
チゴザサ-アゼスゲ群集 Isachno-Caricetum thunbergii Miyawaki et Okuda 1972 
 
［中性・貧養地イネ科群落］ 
ススキ群綱 Miscanthetea sinensis Miyawaki et Ohba 1970 
 シバスゲ群目 Caricetalia nervatae Suganuma 1966 
シバ群団 Zoysion japonicae Suz.-Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970 
     ゲンノショウコ-シバ群集 Geranio-Zoysietum japonicae Suganuma 1966 
 
［林縁・路傍肥沃地群落］ 
ヨモギ群綱 Artemisietea principis Miyawaki et Okuda 1972 
 ヨモギ群目 Artemisietalia principis Miyawaki et Okuda 1972 
    カナムグラ-ヤブガラシ群団 Humulo-Cayration Okuda 1978 
     アキノノゲシ-カナムグラ群集 Lactuco indicae-Humuletum japonici Okuda 1978 
     イタドリ群落 Fallopia japonica community 
チカラシバ-ヨモギ群団 Penniseto-Artemision principis Okuda 1978 
     ユウガギク-ヨモギ群集 Kalimerido-Artemisietum principis Okuda 1978 
     ギョウギシバ群落 Cynodon dactylon community 
 オオバコ群目 Plantaginetalia asiaticae Miyawaki 1964 
     オオバコ群団 Plantaginion asiaticae Ohba et al.1978 
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      ミコシガヤ-クサイ群落 Caricetum neurocarpo - Juncusetum tenui community 
      ネズミホソムギ-カモジグサ群落 Lolium hybridum - Agropyron tsukushiense community 
      オオバコ-シロツメクサ群落 Plantago asiatica - Trifolium repens community 
 
［沈水・浮葉群落］ 
ヒルムシロ群綱 Potametea Tx. et Prsg. 1942 
 ヒルムシロ群目 Potametalia W. Koch 1926 
  ヒルムシロ群団 Potamion eurosibirici W. Koch 1926 
   ミズハコベ群落 Callitriche palustris community 
 
［水辺一年生群落］ 
タウコギ群綱 Bidentetea tripartitae Tx., Lohm. et Prsg. 1950 
 タウコギ群目 Bidentetalia tripartitae Br.-Bl. et Tx. 1943 
オオクサキビ-アメリセンダングサ群団 Panico-Bidention frondosae Miyawaki et Okuda 1972 
ミゾソバ群集  Polygonetum thunbergii Lohm. et Miyawaki 1962  
アキノエノコログサ-コセンダングサ群集  Setario-Bidentetum pilosae Miyawaki et Okuda 1972 
   コイヌガラシ群落 Rorippa cantoniensis community 
 
［水位変動域の群落・荒原］ 
ヒメミズニラ-ヒメコウガイゼキショウ群綱 Isoeto-Nanojuncetea Br.-Bl et Tx. 1943 
 アゼナ-アゼテンツキ群目 Lindernio- Fimbristyletalia Ohba 1989 
  アゼナ群団 Lindernion procumbentis Miyawaki et Okuda 1978 
   アズマツメクサ-ミズハコベ群落 Tillaea aquatica - Callitriche palustris community 
   コカイソウ群集（新称）Limoselletum aquatica ass. nov. 
   コイヌガラシ-コカイタネツケバナ群集（新称）Rorippo cantoniensis-Cardaminetum pariviflorae ass. 
nov.  
［畑・都市雑草群落］ 
シロザ群綱 Chenopodietea Br.-Bl. 1951 
 ツユクサ群目 Commelinetalia communis Miyawaki 1969 
  カヤツリグサ-ザクロソウ群団 Cypero-Molluginion strictae Miyawaki 1969 
   ノミノフスマ-スズメノテッポウ群落 Stellaria alsine - Alopecurus aequalis community 
 
［路傍雑草］ 
ミチヤナギ-スズメノカタビラ群綱 Polygono-Poeeteaannuae Ricvas-Martinez 1975 
 ミチヤナギ-スズメノカタビラ群目 Polygono-Poeetalia annuae Tx.1972 
  アライトツメクサ群団 Saglinion procumbentis Tx. Et Ohba 1971 









































その植物の土着性の程度によって評価され，最も異郷のものを最低とする 5 項目 5 段階の評価を
行うことで得られる（表 5－10）． 
 
表 5－10 定着度指数の評価項目 1),20) 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































群 集 名  
c) 群落構成種のうち頻度 1/3 以下をカットしたケース 
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評価指数単位面積当たりの群落 ∑ ×=  式 5.1 
 また，この際，自然裸地および人工裸地等，植生のない箇所での評価は，双方共に評価の対象
になっていない．しかしながら，人工裸地に関しては，植物が成立する場を損失している点や河






















































































































































































 群落区分プログラムは，以下の流れに沿って構成した．図 5－9にフロー図を示す． 
１．解析データの作成 (解析データを任意のフォーマットに整理：プログラム外) 




→部分データを用いて TWINSPAN を実行する． 
→TWINSPAN の解析条件は以下の通り． 
  ・カットレベル 【6段階  0.1 1 2 3 4 5】  ・分割の最低地点数  【5 地点】 
  ・指標種の最大数 【5種】           ・種数の最大数  【500 種】 











  常在率：「グループ内の出現回数」÷「グループの地点数」×100 
  標徴率：「グループ内の出現回数」÷「総出現回数」×100 
  識別率：「一定値【33%】以上の常在率」+「一定値【33％】以上の標徴率」 

















































































    グループの統合
N
 







群落区分プログラムの試行にあたって，以下の 4 ケースについて検討を行った． 
試行 1：木本のデータを全て用いる． 
試行 2：木本データのうち 1 群集・群落あたりの調査地点数が 5 以上のデータを用いる． 
試行 3：草本データを全て用いる． 
試行 4：草本データのうち 1 群集・群落あたりの調査地点数が 5 以上のデータを用いる． 





















































「木本」データの解析結果を表 5-12に，「草本」の解析結果を表 5-13に示す． 
経験に基づく群集・群落との比較から，群落の完全な一致率は試行 1 の木本 all および試行 2





ることとした．この結果，概ねの群集一致率は，試行 1 の木本 all および試行 2 の木本 5 以上で








表 5-12 「木本」データの解析結果 















ムクノキーエノキ群集・ナガバジャノヒゲ亜群集 シラカシ群集 8 8







不一致 16 27  
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表 5-13 「草本」データの解析結果 

























カサスゲ群集 カサスゲ群集 9 9
ギョウギシバ群落 ギョウギシバ群落 1
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間内で起きている河川植生の変遷について，7 河川を対象に巨視的な観点から 50 年間の植生の変
化を明らかにした．第 3 章，第 4 章では，千曲川，那珂川，久慈川を対象とし，流水による種子
拡散や着床場の砂礫構造の違いが先駆植生の成立に影響することに着目し検討した．また，小貝




























































流域からの土砂生産量は，日本全体で年間 2 億 m3 と言われ，治山・治水の影響により年間に
その 50%ほどが上流へ留まっている 1)．とくに治山工事の影響は，日本の地被状態を大きく変え
た．明治大正期(1900 年頃)及び昭和中期（1950 年頃）にかけて国土に占める荒れ地の割合はそれ





































































































































図 6－3 河川植生維持に向けた GIS の活用 
 下のレイヤーから，現状の河川－地形図－植生

















































































































































































































































































1) 末次忠司：河川の雑学，ナツメ社，p52-53, 2005. 








































































体には，小貝川を対象に明治迅速図や 1947 年以降の空中写真を GIS に格納し，堤間内の地被状
態（水域，自然裸地，人工裸地，耕作地，草地，樹林地に分類），土地利用の変遷や表層高（草
本高や樹林高）の変化を読み取り，河川植生の変遷を面的あるいは立体的に整理，検討した．そ




































約 230 地点の植生調査を行った．調査データをもとに，小貝川の現存群落を 38 の群集および群
落に区分し，それらを 17 つの群団にまとめた．さらに所属するオーダーおよびクラス(11)を決定
した．植生評価については，群落体系の結果をもとに，地域の土着性を基準とし，群集・群落を
数値で評価できる方法について検討を行い，定量的な評価を示した．また，一連の作業の中でも，
群集表の作成は，膨大な時間を要するため，群集表の作成を自動化プログラムの可能性について
検討を行い，一定の成果は得られた．とくに樹林型の植生については，約 80%の一致率を得た．
本プログラムは，今後の精度向上は必要であるが，植物社会学的手法に基づいて行う際にも，作
業量の軽減が見込め，参考となるデータ区分の方法を提示できたと考える． 
第 6章では，既往の研究や前章までの結果をもとに，良好な河川植生の保全へ向けての河川植
生管理の方法を総合的に考察した．河川植生の成立には，自然的攪乱の影響，人為的攪乱の影響
が関わっていることを再度提示し，河川植生改変時の計画段階から，保全・整備に向けた検討を
行う必要性があることを示した．このように，計画段階から河川植生管理を推し進める理由は，
すなわち，これまで行われてきたような河川植生を含め，環境の後付対策的な考えでは，その対
第７章 結論 
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策が遅れ，新たな問題を生み，結局のところ生態系の劣化や費用がかさむことに繋がると考える
からである． 
また，各章で示した植生遷移の把握方法や植物繁茂のプロセス，植生評価の考えは，河川植生
管理に大いに役立たせる手法の 1 つで，それらの活用法についても基本的な考えを示した．今後，
河川植生の保全・整備は，地域固有の複数の群落を残す方向に考え方を発展していくべきである
し，そのことが，希少種を含め，他の動植物の種多様性を持続的に保ちうる方法であると考える． 
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